
キビタン©福島県

福島県地域創生総合支援事業/地域・人材つながり支援事業

地域活性化フィールドワークin浜通り
～わたしたちの“やってみたい”をかなえる地域づくり～

１/

株式会社起点
（いわき市四倉町駒込広畑11）

10:30～ 開会

 10:40～ 地域づくりの取組紹介・見学

 11:30～ 綿に触れるワークショップ

 12:30～ ランチ ★定食 笑いーとのお弁当（1,000円）を手配します。
※お弁当代は当日集金します。
※昼食持参も可能ですので、参加申込みの際にお知らせください。

 13:30～ レクチャー＆ワークショップ

 15:30頃 解散

302026
金 10:30～

15:30 

場所

開催
日時

お申し込みはこちら（締切１月23日（金））
ＱＲ

令和７年度地域創生総合支援事業
主催・運営：福島県地域振興課
お問い合せ： 024-521-7118 tiikishinkou@pref.fukushima.lg.jp

定員 ３０名程度
（職業、年齢等問いません。）

プログラム

町内会活動などに取り組んでいる方
地域を今より楽しくしていきたい方
地域づくり活動に興味はあるけどハードルを感じている方
周辺地域で仲間やつながりをつくりたい方
他の地域の活動事例を学びたい方

地域づくり活動のノウハウや経験談、リアルな悩みなど、身近な取組の現場見
学やワークショップを通して学びます。
地域づくりを“もう一歩”進めるヒントや、想いを共有できる“仲間とのつながり”

を探しに来てみませんか？

株式会社起点



講 師 見 学 先

＜プロフィール＞
国立大学法人宇都宮大学地域デザイン科学部教授。コミュニティ政策学会関東研究支部支部長。慶應義塾大学政

策・メディア研究科博士課程修了。博士（政策・メディア）。
建築設計事務所を経て、インド・中国を旅する。その後、中間支援ＮＰＯの理事兼事務局として15年間従事。

2011年東日本大震災後は、岩手県大槌町、福島県二本松市などで復興支援事業に５年ほど関わる。2016年より現職。
大学教員の傍ら、栃木県や福島県、神奈川県を中心に新しいまちづくり組織の立ち上げ支援や、地域交流拠点づ

くりなどに取り組んでいる。また、2022年より地域デザインセンター地域防災部長を務める。
一級建築士。専門社会調査士。

＜福島県との関わり＞
・福島県阿武隈地域振興協議会事業 ・二本松市集落支援事業
「あぶくま人づくり塾」講師（令和４年度～） 「対話によるまちづくり講座」講師（令和６年度）等

講 師：
国立大学法人宇都宮大学地域デザイン科学部教授

石井 大一朗 氏

＜プロフィール＞
1983年、福島県いわき市生まれ。旧いわき明星大学人文学部現代社会学科卒業。

卒業後、いわき市内の顔料（ピグメント）製造工場に勤務する。
東日本大震災を契機に地域との関わりを見つめ直し、2013年、いわきおてんとSUN企
業組合に入社。同組合の主事業である「ふくしまオーガニックコットンプロジェク
ト」に携わり、商品開発およびブランディングを担当。
2019年に同組合を退社し、同年4月、現メンバーである金成氏と共に株式会社起点

を設立。地域資源や人のつながりを起点とした事業づくりに取り組んでいる。

株式会社起点見 学 先 ：

案 内 人 ：
株式会社起点 代表取締役

酒井 悠太 氏

2019年、福島県いわき市を拠点に設立。社名には、「コットン事
業のRestart」と、「時代や環境が変化してもブレない軸であり続
けること」という想いを込めている。企業理念は「福島の記憶に残
る生業をつくる」。

耕作放棄された土地を綿畑へと再生し、自社で栽培した「福島
綿」と海外のオーガニックコットンをブレンドした原料を用いて、
自社ブランド商品の企画・販売、ならびに企業向けOEM製品の開発
を行っている。また、圃場では綿の種播きや収穫体験などのプログ
ラムも実施し、ものづくりの背景や地域の営みを次世代へと伝える
取り組みにも力を注いでいる。

さらに、環境の保全と再生を担うコットン生産を目指し、独自の
生物多様性調査を行いながらビオトープづくりを開始。顧客の消費
を資源への投資へとつなげることで、長期的な地域経済の循環づく
りを目指している。
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